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不
確
実
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ

20
年
先
を
見
据
え
て
進
む

ひがしざわゆうじ●1989年学校法人龍谷大学入職。理
工学部教務課、学長室、情報メディアセンター事務部課
長、公益財団法人大学基準協会への出向、教学部事務部
長などを経て、2016年より現職。

東澤雄二

龍谷大学基本構想400のポイント

めざすもの

主管部署

策定実行
のプロセス

PDCAを
回す工夫

情報公表

龍
谷
大
学

　若手教職員集団、将来構想タスクフォースが大学将来構想委員会と合同
で、構想400について議論を始めたのは2018年。計画実施のおよそ2年前
だった。「削ることは後からでもできる、まずは大風呂敷を広げようと、20年後の
自学を想像して自由に意見を出し合うところから始めました」と当時を振り返る
のは、メンバーの１人だった学長室（企画推進）の西智宣課長。10年計画
だと現実が見えて、めざす姿の幅が狭まるが、20年計画であったため、純粋に
理想を追うことができたという。描いた理想像をワークショップやヒアリングを通
じて他の教職員に問いかけながら、計画を形にしていった。
　議論に費やした期間は１年半。それぞれの本務と並行して、多い時には週１
回、キャンパスを越えて集まる負担は大きかったが、「自分たちが、全学の構成
員の意見を吸い上げて計画案をつくりあげたという強い実感を持てた」（西
課長）。実行にあたっての意欲や責任感も、過去の計画以上に大きいという。

大学の未来を託されて生じた
若手教職員の強い参画意識

▶「まごころ～Magokoro～」ある市民を育み、新たな知と価値の創造を図ることで、あらゆる「壁」や「違い」を
　乗り越え、世界の平和に寄与するプラットフォームとなる（2039年の将来ビジョン）
▶ＴＨＥ世界大学ランキング日本版で上位５％以内、世界版で上位３％以内にランクイン（構想400全体のＫＧＩ）

▶大学Webサイト内に基本構想400（長期計画）の特設サイトを設け、計画を公開
▶基本構想400の全体スキーム、目標、戦略などを解説した冊子を作成し、ステークホルダーに配付

▶各部局が中期計画アクションプランの実施展開に先立ち、「事業推進シート」を策定。
　事業の実施概要、期末（第１期は2023年度末）の到達点、ＫＰＩとその設定理由等を記入する。
　これを基に執行部が事業やＫＰＩの妥当性をチェックし、進捗を確認する
▶各部局は年に２回、アクションプランの進捗、ＫＰＩの達成度を執行部に報告。
　報告内容は学内教職員に公開。執行部の評価を各部局にフィードバックする
▶各部局と執行部は随時、社会の変化に照らしてアクションプランが妥当かを確認し、必要に応じてプランを修正

大学将来構想委員会が検討し、執行部が取りまとめ。両者を学長室（企画推進）が支える

①
学長諮問

②
原案作成

③
意見を収集

④
承認

⑤
実施案
策定・実行

⑥
評価

⑦
次期中期計画
の策定

注目！

人
ひ
と
り
の
構
成
員
に
「
自
分
ご
と
」

と
し
て
捉
え
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
と

考
え
た
か
ら
で
す
。

　
地
域
の
方
々
や
卒
業
生
、
保
護
者
の

方
々
か
ら
は
、
計
画
に
対
す
る
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
も
ら
い
ま
し
た
。

と
い
う
の
も
、
構
想
４
０
０
は
本
学
が

地
域
と
共
に
成
長
す
る
姿
、
社
会
と
共

に
築
く
未
来
を
描
い
た
計
画
だ
か
ら
で

す
。
構
想
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
「『
ま
ご

こ
ろ
〜
M
a
g
o
k
o
r
o
〜
』
あ
る
市

民
を
育
む
」
に
は
、
学
生
ほ
か
、
学
外

の
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
も
市
民
と
し
て
含

め
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
は
学
内
外
の
協

働
で
、      ＊
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
・
イ
ン
パ
ク

ト
を
創
出
し
た
い
と
い
う
意
図
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ま
で
計
画
の
策
定
、
公
表

を
通
じ
て
、
学
内
外
に
連
携
を
呼
び
掛

け
て
き
ま
し
た
。
今
後
、
全
学
、
地
域

が
一
体
と
な
っ
て
ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現
す

る
過
程
で
、
本
学
の
ブ
ラ
ン
ド
が
さ
ら

に
高
ま
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
展
開
中
の
「
龍
谷
大
学
基
本
構

想
４
０
０
」（
以
下
、構
想
４
０
０
）
は
、

創
立
４
０
０
周
年
の
２
０
３
９
年
度
に

向
け
た
長
期
計
画
で
す
。
そ
の
実
現
に

向
け
て
、
20
年
を
５
期
に
分
け
て
１
期

４
年
の
中
期
計
画
を
積
み
上
げ
て
い
く

「
超
長
期

－

中
期
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
」

で
進
め
て
い
ま
す
。

　
本
学
は
１
９
７
５
年
度
か
ら
中
長
期

計
画
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
多

く
は
10
年
単
位
で
、
20
年
の
計
画
は
例

が
あ
り
ま
せ
ん
。
未
来
が
不
確
実
な
現

代
に
お
い
て
は
、
む
し
ろ
期
間
を
５
年

に
縮
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
の
意
見

も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
社
会
の
変

化
が
激
し
く
、
か
つ
大
学
が
淘
汰
さ
れ

る
時
代
に
入
る
今
後
は
、
揺
る
ぎ
な
い

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
た
な
け
れ
ば
環
境

変
化
に
翻
弄
さ
れ
ま
す
。
特
に
財
政
の

健
全
化
や
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
な
ど
、
検

討
や
実
行
に
時
間
が
か
か
る
施
策
は
、

ゴ
ー
ル
が
見
え
な
い
ま
ま
進
め
て
も
頓

挫
し
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。

　
一
方
、
理
想
の
姿
に
た
ど
り
着
く
た

め
の
施
策
は
、
時
々
の
環
境
に
応
じ
て

最
適
な
も
の
を
選
ば
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。
時
局
に
合
っ
た
取
り
組
み
を
行
う

た
め
に
４
年
×
５
期
と
し
た
中
期
計
画

で
は
、
学
部
改
組
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改

革
、高
大
接
続
改
革
な
ど
を
扱
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
常
に
新
し
い
教
育
に
取

り
組
む
姿
勢
を
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に

ア
ピ
ー
ル
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
年
２

回
の
進
捗
管
理
・
事
業
検
証
を
ふ
ま
え
、

状
況
に
応
じ
て
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を

柔
軟
に
軌
道
修
正
し
て
い
ま
す
。

　
構
想
４
０
０
の
原
案
は
、
学
長
の
諮

問
機
関
で
あ
る
大
学
将
来
構
想
委
員
会

と
、
そ
の
下
に
置
か
れ
た
将
来
構
想
タ

ス
ク
フ
ォ
ー
ス
が
作
成
し
ま
し
た
。

　
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
の
メ
ン
バ
ー
は
、

20
〜
40
代
の
若
手
教
職
員
15
人
。
20
年

後
の
大
学
を
中
心
と
な
っ
て
支
え
る
責

任
世
代
で
あ
り
、
ま
た
若
手
な
ら
で
は

の
新
た
な
発
想
が
期
待
で
き
る
と
考
え

て
の
編
成
で
す
。
彼
ら
は
自
分
た
ち
の

議
論
に
加
え
、
学
内
各
所
の
声
を
反
映

さ
せ
な
が
ら
計
画
の
構
想
を
練
り
ま
し

た
。
全
教
職
員
に
参
加
を
呼
び
掛
け
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
１
８
０
人
が
参

加
。
20
年
後
の
教
育
の
あ
り
方
な
ど
を

話
し
合
い
ま
し
た
。
各
部
局
を
回
り
、

参
加
者
以
外
か
ら
も
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

行
っ
て
い
ま
す
。
学
生
対
象
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
も
開
き
、
大
学
へ
の
思
い
や

要
望
を
聞
い
て
計
画
案
に
取
り
入
れ
ま

し
た
。
こ
う
し
て
多
方
面
か
ら
意
見
を

募
っ
た
の
は
、
計
画
は
全
学
で
推
し
進

め
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
一

若
手
教
職
員
が
主
体
と
な
り
、全
学
の
意
見
を
取
り
入
れ
て
策
定
し
た

20
年
間
の「
超
長
期
」計
画
を
、本
年
度
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
龍
谷
大
学
。

変
化
が
激
し
い
こ
の
時
代
に
、な
ぜ
、「
20
年
」な
の
か
。

学長

大学将来構想委員会
副学長、学部長、職員ら計10人

将来構想タスクフォース
20～40代の若手教職員15人

将来構想タスクフォースの位置付け

学長室長
理事 法人事務室長

所在地／京都府京都市
学生数／約20000人
学部／文、経済、経営、法、政策、国際、先端理工、社会、農
短期大学部／社会福祉、こども教育
大学院／文学、経済学、経営学、法学、政策学、国際学、理工学、社会学、実践真宗学、農学
▶THE世界大学ランキング2021／1001+位、同日本版2020／＝100位

全教職員
ワークショップ

学生
ワークショップ

各部局
ヒアリング

諮問

合同で検討

揺
る
ぎ
な
い
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
と

環
境
変
化
に
対
応
し
た
施
策

全
学
、地
域
が
一
体
と
な
り

共
に
め
ざ
す
ビ
ジ
ョ
ン

＊立場の異なる団体がビジョンを共有し、互いを補強し合って社会課題の解決をめざすアプローチ

学長が「 大学
将来構想委員
会 」に長期計
画、中期計画
の作成を諮問

「 大 学 将 来 構
想委員会」の下
に「将来構想タ
スクフォース」を
立ち上げ、原案
作成に着手

原案作成の過
程で、教職員や
学生の意見を
収集。地域等
にはパブリック
コメントを実施

執行部で原案
をブ ラッシュ
アップ 。評 議
会・理 事 会に
て内容を承認

アクションプラ
ンに基づき各
部 局 が 実 施
案、ＫＰＩ等を策
定し、実行

年 に２回 、進
捗管理や事業
検 証を行い 、
必要に応じて
軌道修正

４年ごとに中期
計画を総括し、
次期中期計画
を策定する

と
う
た

ほ
ん
ろ
う


